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教えてください。Q4

「フィルム応用製品セグメント」を
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社長インタビュー

成長市場に注力するとともに、
構造改革をさらに進め、
高収益体質へと転換していきます。

代表取締役社長   上釜 健宏
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家電市場が低調であったことや、一部大

手顧客の生産調整もあり、受動部品事業

の販売も低迷しました。加えて、東日本大

震災および円高といった外部環境の悪

化にも直面しました。以上の結果、2012

年3月期の業績は、連結売上高8,145億円

（前期比6.6%減）、営業利益187億円（同

70.9%減）、当期純損失25億円の減収、減

益となりました。

TDKでは、こうした厳しい市場環境に耐

えうる強固な事業基盤の確立を目的に、

すでに当期より不採算事業の整理や遊

休資産の売却、拠点・人員の最適化など

の事業構造改革に着手していますが、今

後も収益改善に向けて事業構造改革を

強力に推進する計画です。構造改革費用

2012年3月期、エレクトロニクス業界で

は、タイの洪水などの影響でハードディス

クドライブ（HDD）の生産が前期よりも減

少したものの、スマートフォンやタブレッ

トPCなどの情報通信端末の市場が順調

に拡大しました。また、自動車業界では、

環境性能に優れたハイブリッド車（HEV）

や、電気自動車（EV）の生産が前期よりも

増加しました。

こうした 市 場 環 境 の な かで、当 期 の

TDKは、スマートフォンやタブレット端末

向けの二次電池事業は好調だったもの

の、タイの洪水被害によるHDD市場の生

産落ち込みにともなうHDD用ヘッドの販

売減少や、同じくタイの洪水で生産拠点

が被害を受けたHDD用サスペンションや

マグネットの販売減少などによって磁気

応用製品事業の売上が大きく落ち込みま

した。また、薄型テレビやPCなどの情報

として当期130億円、来期50億円の合計

180億円の予算を計上しており、改善効果

金額は当期169億円、来期165億円の合

計334億円を見込んでいます。

東日本大震災ならびにタイの洪水で被

災された皆様に心よりお見舞いを申しあ

げますとともに、亡くなられた方々のご冥

福をお祈り申しあげます。

東日本大震災では、直接の事業への被

害は少なかったものの、その後の余震や

不安定な電力供給によって工場の操業に

影響が生じました。いち早く対策を講じて

影響を最小限に止められた事業もあれ

ば、対策が遅れてしまった事業もありまし

たが、これを事業継続計画上の良い教訓

として、その後のタイの洪水に活かすこと

ができたと思います。いずれにしてもこれ

らの大規模自然災害や世界経済の低迷

によるエレクトロニクス市場やHDDの業

界全体の落ち込みが、当社業績へ大きな

影響を与えました。

業界再編によってHDDメーカーが3社

に集約されますが、これによってTDKが手

がけるHDDヘッドの市場は、良い方向に

進んでいると考えています。

TDKのヘッド事業の最大の強みは品

質にあり、歩留まりの高さは各HDDメー

カーからも高く評価されています。今後、

世の中のデータ量の増加が進むことで、

1台のHDDに使用されるプラッタ（ディス

ク）枚数が1～2枚のPC用に対し、4～5枚

社長インタビュー

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

当期の業績を振り返ってください。

構造改革に着手した1年でしたが、
震災やタイの洪水の影響もあり、
減収、減益となりました。 Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

東日本大震災や
タイの洪水の具体的な影響は？

エレクトロニクス業界および
HDD業界全体の
生産が落ち込み

大きなマイナス要因となりました。

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

HDDの業界再編による影響は？

業界再編は
マイナス要因ではなく、
良い方向に進んでいると
認識しています。
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この「熱アシスト」技術を駆使してHDDの

記憶容量の増大を図ります。

このようにTDKは、品質と先進性で差別

化を図りながら、唯一の外販ヘッドメー

カーとして業界に確固たるポジションを

確立したいと考えています。

現在、重要課題として国内拠点の事業

の効率化に力を注いでいます。特にセラ

ミックコンデンサ事業は、リーマンショッ

ク以降、海外企業の台頭や、円高および

価格下落の影響によって長らく業績が低

迷しているため、このコンデンサ事業を

中心とした改革が急務となっています。

既に東北地区19拠点中、7拠点の再編

を発表済みですが、単に拠点を集約する

だけでなく、素材から製品のプロセスま

のデータセンター用のHDDの構成比が

上がることによって、全体としてHDD1台

当たりのヘッド使用数も増加します。この

ように1台のHDDに搭載されるヘッドの

数が増えれば増えるほど、不良の確率が

低く、故障しにくい、より高性能で高品質

のヘッドが求められるため、品質・歩留ま

りに定評のあるTDKの存在価値が高まり

ます。

一方、HDDの記録密度を高める手法で

サーバの情報容量を増大できれば、デー

タセンターの大容量化にともなう電力消

費を抑制することができます。近年、世界

規模でデータセンターの新設・増設が進

み、電力消費・CO2排出量の増大が社会問

題になるなかで、HDDのさらなる高密度

化は、HDDメーカーにとっても、またHDD

に使われる部品を開発するTDKにとって

も重要な社会的使命と言えます。そこで

TDKは、より一層の高密度記録を実現す

るために、「熱アシスト」技術を活用した

ヘッドの開発に取り組んでいます。2.5イ

ンチHDDのプラッタ1枚の最大記録容量

は現在500GB程度ですが、この新技術を

活用してまずはこれを1TBに拡大させるこ

とを目標に、開発を進めています。今後も

で一貫した生産が可能な先端工場に改

革します。さらに、製造ラインの一層の自

動化などを進め、生産性の向上やコスト

競争力を高めていくことはもちろん、可

能な限りCO2を出さないモノづくりを追

求し、TDKが掲げるカーボンニュートラル

（詳細はQ&Aの10を参照）の達成を目指

します。このように、モノづくりの進め方を

抜本的に改革して、リードタイムの短縮や

在庫削減、省エネ型生産の徹底などを推

し進めることにより、マーケットの需要変

動に即応できる生産体制を構築します。

また、2012年4月1日に、非中核事業で

あるディスプレイ事業の売却を完了しま

したが、今後も不採算事業の見直しや製

品分野の絞り込みを実施するとともに、

TDKが蓄積してきた技術やノウハウを活

かせる通信、自動車、産業機器など専門性

の高い製品分野に事業リソースを集中さ

せます。同時にグループの国内外の拠点

および人材・人員についても、グローバル

な視点から最適化を図っていきます。

　

従来「磁気応用製品セグメント」に含め

ていた「記録メディア」については、一部

製品が終息したほか、セパレータ事業の

買収によって主力製品が機能性フィルム

製品にシフトしていることから「アプライ

ドフィルム」に名称変更しました。この「ア

プライドフィルム」は、これまで「その他セ

グメント」に属していた二次電池の「エナ

ジーデバイス」と、そのコア技術や市場性

社長インタビュー

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

構造改革の進捗状況について
教えてください。

国内外拠点の効率化を推し進め、
マーケットの需要変動に即応できる

生産体制を構築します。

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

「フィルム応用製品セグメント」を
新設した狙いと、製品戦略について

教えてください。

今後、成長が期待できる
二次電池や

タッチパネル用フィルムなどの
機能性フィルムに注力します。
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「情報家電」「自動車」「産業機器・エネル

ギー」という4つの成長分野を掲げてきま

したが、市場環境の変化や技術革新の進

展などに対応し、これらを以下の2つのカ

テゴリーに整理してさらなる事業強化に

取り組んでいます。

一つめのカテゴリーがクラウドコン

ピューティングなどを中心に市場拡大の

進む「次世代情報通信」です。小型軽量化

や省電力化、マルチバンド化、高周波化

といった、マーケットの要求に的確に対

応した電子部品の開発を進め、スマート

フォンやタブレット端末向けの製品や、

データセンター向けHDDヘッドや電源関

連製品を中心に拡販していく計画です。

もう一つのカテゴリーが、「エネルギー

関連」です。スマートグリッド（次世代電力

網）に用いられる太陽光発電や風力発電

の発電効率の向上を実現するためには、

これら発電設備に使用される各種電子部

品の低ロス化やエネルギー密度の向上

が必要です。また、ハイブリッド車（HEV）

やプラグインハイブリッド車（PHEV）、電

気自動車（EV）の性能向上を実現するた

めには、駆動用モータに用いられるマグ

ネットのエネルギー積の向上や、電源の

の類似性が高いため、これらを合わせて

「フィルム応用製品」という新セグメント

を設けました。

2012年3月期は、二次電池の売上が

順調に伸び、来期はさらなる成長が期待

できます。また、アプライドフィルムの生

産体制としては、機能性フィルム事業の

マザー工場に位置づけている大分県の

三隅川工場と、2011年11月から傘下に加

わった日東電工（上海）電能源を有機的

に連携させながら、フィルム応用製品事

業全体を強化していきます。この他にも、

静電方式や抵抗方式のタッチパネル用

フィルム、ハードコーティングフィルムな

どの製品を拡販していく計画です。

当社グループでは、これまで「通信」

高効率化などが欠かせません。これらの

エネルギー関連市場に向けて、TDKの材

料技術や磁性技術を駆使した製品をトー

タルに提供していきます。

クラウドサービスの普及などにともな

い、今後もデータセンターの需要が増大

するのは間違いありません。データセン

ターにおける情報ストレージとして、当面

は大容量かつ容量あたりのコストでも有

利なHDDが主役を担うことは確実です。

2012年3月期のHDDヘッドの需要は、タ

イの洪水の影響などで一時的に落ち込ん

だものの、第4四半期には回復基調に向

かいました。データセンター関連市場の

根強い需要に支えられて、2013年3月期も

成長が期待できると考えています。

一方、スマートフォンやタブレット端末

の市場においては、現在、有力端末メー

カーへの拡販戦略を展開しているところ

です。これまで当社グループでは、ノイズ

対策部品などのインダクティブデバイス

については、多くの有力端末メーカーと

取引できていたものの、高周波部品につ

いては充分な顧客開拓ができていません

でした。そこで、2012年3月期は、市場で

大きなシェアをもつ主要端末メーカーに

向けて、TDKの製品ラインアップの幅広さ

や、モジュール化などの技術力について、

積極的にアピールしてきました。この取り

組みによって、2013年3月期には、多彩な

TDK製品をより幅広い顧客に提供できる

ものと確信しています。

最近の多機能なスマートフォンは、300

種類以上もの電子部品で構成されてい

ます。当社グループでは、高品質・高機能

の部品の供給や、モジュール化などのソ

リューションによって、最終製品の高機能

化・高性能化・軽薄短小化に貢献していき

ます。

社長インタビュー

Q6

成長戦略の進捗状況について
お聞かせください。

これまでの4つの成長分野を
2つのカテゴリーに整理して
市場開拓を目指します。

Q7

「次世代情報通信」の業績と
今後の展望をお聞かせください。

最終製品の高性能化・
小型軽量化に貢献する製品・
ソリューションの提供によって、
来期以降もさらなる成長を
果たしていきます。

長期財務ハイライト グループ・マネジメント研究開発営業概況特集プロフィール CSR活動社長インタビュー
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需要を伸ばしています。

HEV／PHEV／EVのメインモータやジェ

ネレータ（発電機）には、ネオジムマグ

ネットなどの高性能マグネットが使用さ

れています。ネオジムマグネットは、ネオ

ジムやジスプロシウムといったレアアー

スを使って製造されるため、近年、これら

のレアアースの価格高騰・供給不安が大

きなリスク要因となっています。

私たちTDKは、磁性材料のパイオニア

として、レアアースの使用量を削減する新

たなネオジムマグネットの生産技術の開

発に取り組んでいます。すでに、ジスプロ

シウムの使用量を半減する新工法を開発

し、今年度中に量産化を確立させる計画

です。また、ジスプロシウムをゼロにする

工法、さらにはレアアースを使わない“レ

アアース・フリー”の技術開発にも取り組

んでいます。

一方、再生可能エネルギーおよびス

マートグリッド分野においてもTDKのパ

ワーエレクトロニクス製品の需要拡大が

期待できます。風力発電用のネオジムマ

グネットはもちろん、業界随一の受動部品

のラインアップを活かして、発電・送電設

備などのパワーコンディショナに必要な

燃料価格の高騰が続くなか、HEV／

PHEV／EVといった燃費性能のすぐれた

エコカーが好調な販売成績を見せていま

す。また、既存のガソリンエンジン車につ

いても、さらなる燃費性能向上を目指し

て、車体の軽量化による燃費の改善やエ

ンジン電子制御の高度化が進みつつあり

ます。

こうした自動車の電装系統の高度化

にともない、DC-DCコンバータやハイパ

ワーのフィルムコンデンサといったTDK

のパワーエレクトロニクス製品の需要も

確実に拡大しています。また、小型化・軽

量化を図ったTDKのフェライトマグネット

は、車体の軽量化に貢献する製品として

受動部品をトータルに提供していきます。

さらに現在、世界各国で、送電時の電

力ロスを抑えるための新たな方式として

「高電圧直流送電（HVDC）」が注目され、

一部で導入が始まっています。TDKはこの

HVDC用のフィルムコンデンサといった製

品に強みがあり、今後、HVDCの普及を追

い風に関連製品の拡販に力を注ぎます。

研究開発では、TDKのDNAともいえる

「素材技術」、特に磁性材料の研究開発

に力を注いでいきます。2012年を「磁石

元年」に位置づけ、前述したようにジスプ

ロシウムの使用量を半減したマグネット

の実用化をはじめ、最終的にはレアアー

ス・フリーの実現を目指して開発を進め

ています。高価なレアアースの使用削減

は、コストダウン効果はもちろん環境負

荷低減のためにも重要なテーマであり、

CSRの側面からも開発を成功させたいと

考えています。

フェライトマグネットにおいても、ラン

タン＆コバルト・フリーのマグネットの開

発に成功しており、今後、拡販に注力して

いきます。

一方、材料の特性を活かしながら、高

品質の製品を低コストで量産するための

「プロセス技術」もTDKの競争力を支える

コアテクノロジーの一つです。TDKが得意

としているプロセス技術には、HDDヘッド

の生産などで培った「薄膜の微細加工プ

ロセス」と、磁気テープの生産などで培った

「フィルム製造プロセス」があります。

「薄膜の微細加工プロセス」について

は、コンデンサや高周波部品などの電子

部品への応用を図り、より小型・高性能化

の電子部品の開発・量産化に取り組んで

います。また、「フィルム製造プロセス」に

ついては、マザー工場である三隅川工場

において、さまざまな機能性フィルム製品

を生産しており、将来は電子部品や二次

電池用セパレータへの応用なども視野に

社長インタビュー

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

将来に向けての研究開発や
M&Aについて教えてください。

材料技術やプロセス技術の
研究開発に注力するとともに、
成長を加速する手段として
M&Aも検討していきます。

各種パワーエレクトロニクス製品の
拡販に取り組むとともに、

レアアース（希土類）・フリーの
次世代高性能マグネットの開発に

挑んでいます。

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

「エネルギー関連」の自動車、
再生可能エネルギー分野の状況に

ついて教えてください。

長期財務ハイライト グループ・マネジメント研究開発営業概況特集プロフィール CSR活動社長インタビュー
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入れながら、最先端の生産技術開発を進

めます。

M&A戦略としては、今後も引き続き事

業展開や技術動向を注視しながら、TDK

のコア技術ならびに成長2分野の強化に

つながる、ユニークな技術・製品をもつ企

業との協業やM&Aを検討していきます。

CSR活動の基本は、私たち経営陣をは

じめ世界中のグループ社員が、「創造に

よって文化、産業に貢献する」というTDK

の社是を日々実践することにあると考え

ています。一人ひとりの社員が人として信

頼される存在であってこそ、TDKという会

社がすべてのステークホルダーから信頼

されるのです。

もちろん、社会から信頼される存在で

あるためには、環境経営の徹底はもちろ

ん、国際社会や地域社会との良好な関係

が前提となります。たとえば、TDKは国内

の電子業界で初めてカーボンニュートラ

ルの目標を掲げました。これは、企業が事

業活動で排出する温室効果ガスの排出

総量すべてを、たとえば製品による温室

効果ガス削減効果など、他の場所での排

出削減量・吸収量で埋め合わせ、差し引

きの排出量をゼロ以下にするものです。

今後は、私自身もJEITAの電子部品部会会

長として、この活動を業界にも拡大させ、

日本のカーボンニュートラル認証制度を

国際標準にまで発展させたいと考えてい

ます。

また、T D K は、海 外 売 上 高 の比 率 が

80％を超えるグローバルカンパニーであ

り、国内はもとより世界各地域で積極的

に人材を登用・育成していくことも重要な

社会責任です。人材育成において特に力

を注いでいるのがTDKの最大の強みでも

ある“モノづくり”の力です。そんな取り組

みの一つに、TDKが長年培ってきたモノ

づくりのノウハウを新しい世代に継承し

ていくための「モノづくり伝承塾」があり

ます。塾では、将来の製造部門のトップに

なれる幹部候補生を集め、高品質の製品

を高効率かつ環境負荷を抑えながらつく

るためのノウハウを、共に考えながら学

ぶ場を提供しています。

さらにTDKは、中国東莞市の市長や行

政関係者と連携しながら、現地に必要な

CSR活動について意見交換するなど、そ

れぞれの地域に密着したCSR推進を目指

しています。

2013年3月期も引き続き事業の構造改

革を強力に推し進め、まず受動部品事業

において利益を安定的に生み出せる収

益基盤の確立を目指します。

また、スマートフォンをはじめとする通

信市場や、データセンターなどのクラウ

ドコンピューティング市場、自動車・エネ

ルギー関連市場などが好調に推移する

ことが予想されます。それにともない、当

社のHDDヘッドなどの記録デバイスの

販売や、受動部品、二次電池などの販売

も2012年3月期より増加する見込みであ

ることから、2013年3月期の連結業績は、

売上高9,000億円、営業利益570億円、当

期純利益400億円の増収、増益を見込ん

でいます。

社長インタビュー

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

TDKのCSRの考え方と取り組みを
教えてください。

すべてのステークホルダーから
信頼される企業を目指して、
カーボンニュートラルの実践や

グローバル規模での
人材育成などに力を注いでいます。

Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 Q9 Q10 Q11

2013年3月期の見通しについて
教えてください。

構造改革の成果や成長市場の
需要拡大などによって、

増収、増益を見込んでいます。

長期財務ハイライト グループ・マネジメント研究開発営業概況特集プロフィール CSR活動社長インタビュー
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